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いに， r 社会的所有への転化J(~第 2 の否定〉と， r{国人的所有の再建」と古2
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きなかったという点である。 1924年にはじめてB ・M ・ザ九リッチの手紙への
回答の草稿が公表されるという複雑な経緯叫から判断するならば，残念なこと
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・」町と書いているように， w反デュー リ'/'J1"論~ 1878年版におけるエンゲノレ
スの見解は，じつは当時のマルクスの見解でもあったのである。このことは絶











『反テューリ y t/論~ 1878午版以前に刊行されたこりフラ Yス語版「資本論』
もまた，評注における問題意識を絶対に反映Lてはいなかったはずである〈平

















マルクスの「個人的所有」論について (329) 73 
産主義社会を分配原則のちがいによって二つの段階に区分する必要性を認めて
はいたが，段階区分の生産過程上の基準を明確にすることがまだで吉なかった。
彼が「反デ品ーリ Y グ論』におけるエンゲノレス目見解に同意したのは， このこ
とによっ亡制約されていた。しかし=ンゲノレスが『反テュ リγグ論』の序
文を書いた1878年 6月11日の直後に，マノレク月の研究に決定的な転機が到来す
る。 1877年にそ ガγの『古代社会』が刊行される。 1878年の夏に"7}レグス
は，当時ロン F:/にやってきて“日曜日ごとのマルクス宅訪問"を再開してい









熱をこめて書きあげた労作 (M.M.Ko田耳目白曲，06.吋叫Hoes即日出品iJeHue，n pu't 
附 ol，xod u nOC./ledcm8ufl e.叩 paSJlOJICeHUH，可 1.M.， 1879)をマノレクスに献呈する。
マルクスは1879年 10月から~年の10月のあいだにこの労作を研究し，今日のわ
れわれにとっ 1 も貴重なノートを作成する。 1881年 3月の有名な草稿 (B・M・
ザスリッチの手紙へのマノレタス0回答の下書き〉においては， そーガンの著書から
得た知識と同時に，コヴァレブ月キ の共同体論の検討から得た分析方法が十
全に活用されている。 1881年 5月から1882午 2月にかけて，マノレグスは，いわ
38) M コヴァレフスキー ，マルクスとの出合い， i歴史評論J第209号，昭和43年l月， 39， 43へ
へλ 布付一夫解説， 47， 48ページ。
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じつは i8io牛A来o砕1:;;， It 急与ノt-"えら去向í$;岳会ゐ戊桑I~~主 GL-)をふる
さらに「明確に表現」きれなければならないと考えている。ドイツ語第3版へ
の補注によって， ェγゲノレy、は w古代社会ノート』の成果を導入する。だ
が，彼は1881年の草稿の内容を知らなかったために，否定の否定の叙述をさら
に「明確に表現」することをついにおこなわなかった。 rこの第3版では，著
者自身がそれを変えたであろうことを私が確実に知っていないような言葉は，
一つも変えられてはいないI叫という=:/ゲノレスの文章は，否定の否定の叙述
にかんするかぎりでは，以上のような意味において理解されなければならない。
(1971年9月3日日〕
43) 同上， 27へージ@
